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　第 6 章　結論としては、T 社が最も重要視する原価低減活動が、なぜ 1990 年代までは
海外子会社に十分に移転できなかったのかという問いに対して、当時の T 社の原価低減シ
ステムの特徴と経理業務との関連性という観点から答を見出そうとした。T 社の 1990 年
代の本社工場の原価低減は創意工夫提案制度による原価改善の報告によっており、財務数
値で管理されるものではなかったということに対し、そもそも TQC の移転に困難性をき
たしていた海外生産子会社では、財務数値のみで管理せざるを得ない状況でありその乖離
が答えになるということと考えられる。海外生産子会社への原価改善の技術移転がどのよ
うに変化したのかについてまで詳しく分析することはできなかった。今後の研究課題とし
たい。
